
 

 

＝＝＝ 日程第３ 一般質問 ＝＝＝ 

○議長（村松  積） 日程第３、一般質問に入ります。 

今回は６番、宮嶋清伸君、４番、宮嶋怡正君、３番、金田憲治君、１番、小池昌人君、

２番、串原寛治君、以上５名から通告されております。 

 

◇ 宮 嶋 清 伸 ◇ 

○議長（村松  積） ６番、宮嶋清伸君、質問を許します。登壇願います。 

宮嶋清信君。 

○６番（宮嶋 清伸） ６番、宮嶋清伸です。 

今回私は、今まで下條村のためにご尽力いただいていた高齢者に対して、健康で暮らし

ていくための施策と中央リニア新幹線についての提案をして、村長のお考えをお聞きする

ものです。 

まず、高齢者の介護予防体操の充実施策についてお聞きします。 

高齢化社会を迎え、健康で元気なお年寄りを増やし、老人医療費の増加を防ぐために、

下條村では、他市町村に先駆け、脳刺激訓練や生きがいデイサービス、水中運動などの介

護予防事業に積極的に取り組んでいますが、参加者の固定化が現状です。そこで労連や健

康づくり協力員の方にもご協力をいただき、健康大会の参加者に水中運動を体験する機会

を設け、水中運動を村民に認知してもらったり、ケーブルテレビでのＰＲを行い、参加を

増やす必要があると思いますが、村長のお考えをお聞きしたいと思います。 

続いてメタボ改善対策として、村としても取り組んでいますが、現在の生活環境は便利

さを追求し、摂取カロリーが消費カロリーを上回り、年々新陳代謝は低下。そこへストレ

スが重なり、メタボ脱却に苦しんでいるのは私だけではないと思います。 

自己責任、自己管理が一番だとは思いますが、メタボ体操や食事療法などの事業を積極

的に行うべきだと思いますが、村長のお考えをお聞きしたいと思います。 

また、保健師が村内を巡回する機会を増やし、診療所のドクターとコミュニケーション

をとることも予防事業の一環だと思いますが、村長のお考えをお聞きします。 

続きましてＣルートの方向で決まり、設置駅が議論されていますが、私は行くことより

来てもらえる魅力ある駅づくりと地域の取り組みが必要だと考えております。そこで広域



 

 

でも検討の飯田駅と隣接してリニアの駅の設置について、村長のお考えをお聞きしたいと

思います。 

また、リニア開通に向け、地域で取り組むべき事業、課題について、村長のお考えをお

聞きしたいと思います。 

また、南信州広域連合として、飯田駅のアクセス道路のインフラ整備として、三遠南信

自動車道山本インターから羽場大杉線へのアクセスとして通称南バイパスの開通。また諏

訪・伊那から中央道を利用し飯田駅まで乗り付けるための上飯田地籍のスマートインター

の設置などについて、村長のお考えをお聞きしたいと思います。 

また、リニアが通ることにより、市町村にある観光課を１つにして、南信州全体を行政

区として観光行政を考えるなどの施策について、村長のお考えをお聞きしたいと思います。 

以上で私の質問を終わります。 

○議長（村松  積） 伊藤村長、答弁願います。 

伊藤村長。 

○村長（伊藤 喜平） 宮嶋議員の質問にお答えいたします。 

まず、最初に予防体操の充実施策についてということで、高齢者の介護予防事業の充実、

それからメタボ改善予防についてという２つの大きな概念で質問があったと思います。 

今、議員申されたように、最近の医療技術の進歩等に伴い、平均寿命が相当延びておる

昨今において、単なる寿命の長さではなく、健康を維持しながら長生きをするいわゆる「健

康寿命」という考え方が今主流になってまいっております。 

そのために村民の健康増進を村づくりの基本と考え、下條村でも生活習慣予防や健康意

識の改善に各種の予防事業を早くから取り組んでいることは、議員も申されたとおりでご

ざいます。 

また、多くの村民の皆さんが手軽に気軽に参加できるよう、「いきいきらんど下條」を

中心に、各地域の出前講座等も積極的に取り組んでおるところでございます。 

この機会でございますので、再確認の意味で事業の例を申し上げますと、平成３年から

始まった脳刺激訓練、これは１９年目になるところでございますけれども、なかなか盛況

に行っております。 

それから生きがいデイサービスも毎週２回行っています。 



 

 

地域の出前講座でございます。これは触れ合いサロンということでやっております。 

包括支援センター主催の各種講座として、介護予防の「こけん塾」倒れない塾でござい

ますけれども、栄養教室の「おまめに講座」等いろいろやっておるところでございます。 

また、水中運動教室にも触れられましたけれども、水中運動教室についてはリハビリプ

ールにて、毎週月、水、土で７教室を実施しております。浮力や水圧を利用した教室であ

り、無理なく自分にあった運動ができるのが特徴であろうと思います。 

下條村の指導内容にも触れられましたけれども、４０歳から７４歳までの下條村国保加

入者の特定健診等で、検査値が悪かった方には特定保健指導を実施し、運動教室や栄養教

室への参加を勧めているところでございます。 

また、健診結果報告会において、水中運動を勧めるなど、継続的な運動の必要性につい

てアドバイスを行い、水中運動教室の勧誘も進めているところでございます。 

また、さらに、１月実施予定の保健大会では、リハビリプールを利用した水中運動の講

義やデモを行い、多くの住民の方に水中運動について理解を深めてもらう計画でございま

す。 

高齢者事業については、特に男性の参加が尐なくありますが、各地域で実施されている

ご指摘のあったように老人クラブ等で参加呼びかけを行っているところでございまして、

今年度は楽寿会と長生会を中心に積極的な参加を勧誘したところでございます。 

老人クラブ等地域からの声を上げてもらい、さまざまな会合の場所で健康講座を実施し

ていきたいと思っております。 

メタボ予防への取り組みでございますけれども、２０年度ではストップザ肥満教室、こ

れは対象者３１名の中で１０人の参加をいただいてやったそうでございます。 

２１年度では、メタ防教室、対象者は３５人中やはり１０人の参加で進めてまいりまし

た。 

２２年度では、スッキリ健康プログラムを対象者２１人で行っておるところでございま

す。 

特に今年度の場合は、運動教室の開催はもちろんですが、二次健診に合わせて保健師や

管理栄養士による相談事業も実施する計画でございます。 

今、保健師とそれから診療所の医師との連携も考えた方がいいということでございます



 

 

けれども、もっともなことでございますので、これも加えてやっていくつもりでございま

す。 

一般的には、特に議員もメタボでも相当ご苦労をなされておるということは聞いておる

わけでございますし、見ておるわけでございまして、知識はそれなりに皆さんが持ってお

るんですけれども、その知識をいかに行動に移すかということが、これはいろいろな立場

もあって、私も常にドクターに注意されておるところでございますけれども、なかなかで

きないのが現状でございます。 

しかしながら、基本はやはり本人のやる気、勇気、そして根気等が必要であるわけでご

ざいまして、そうした基本にかかわる分野もいろいろな機会を通じて啓蒙していくつもり

でございます。 

特に議員はそうした立場でまたひとつ、いろいろご指導いただいたり経験談等も発表し

ていただきたいと思います。 

それからリニア中央新幹線についてお話しがありました。 

リニア中央新幹線の整備等を検討する国の交通政策審議会中央新幹線小委員会では、こ

の９日の日に１２月１５日に正式発表するということでございますけれども、９日の日に

既に中間発表をいたしました。これは１３回の会合の結果、集約したもんでございまして、

今ご指摘のようにＣ案にすることに９９.９％決定したということでございまして、私ど

もにとってはうれしいことでございます。 

ここで大きな事業でございますので、もう一度Ａルート、Ｂルート、Ｃルート、この関

係について説明申し上げますと、Ａルートにつきましては木曽回りでございますけれども、

これは早い時期からどうもあまり思わしくないということで、Ａルートは消えてしまった

わけでございます。 

あと残ったのがＢルート、Ｃルートでございまして、これは長野県内をどのくらいの距

離を走るかということ。長野県全体の効果ということになるとＢルートということでござ

いますけれども、リニア中央新幹線の国の機関路線としては、長野県を迂回するというよ

うな方向、これには非常に疑問を呈しております。これ用地買収から始まって、工事費等

もいろいろあるわけでございまして、最終的には南アルプスをぶち抜くというＣ案に決ま

ったわけでございますが、それ前に資料的にも非常になるほどなということがわかるわけ



 

 

でございまして、例えばＢルートにした場合には品川・名古屋間が３４６ｋｍになります。

ところがＣルートにすると２８６ｋｍということで、ここで６０ｋｍ短縮するということ

でございます。当然所要時間も４７分対４０分ということで、一回に７分も違ってしまう

ということ。 

工事費においては、Ｂが５兆７，４００億円、片方が５兆１，０００億円ということで、

この関係でも６，４００億円が安くできるということ。 

それから輸送需要量でございますけれども、１５３億人キロ。これは１人の人が例えば

２８６ｋｍ乗ったとすると、２８６人キロということになるわけでございまして、このト

ータルでやりますと輸送需要量はＢルートでは１５３億人キロ。片方は１６７億人キロと

いうことで、１３億人キロがＣルートの方が多いということ。需要が多いということ。 

それからもっとも大切なランニングコスト、維持管理については１年間に１，８１０億

円Ｂルートが。これに対してＣルートが１，６２０億円ということで、１９０億円差が出

るということ。 

それから更新費、これは２５年から５０年の間に部分的にだんだんだんだん更新してい

かないといかないわけでございまして、これがこの間、２５年から５０年の間にＢルート

では３兆４，２００億円かかるということでございますけれども、Ｃルートは２兆９，１

００億円ということで、５，１００億円も安く済むということでございまして、すべてに

おいてＣルートが優れているというのが、これが公式な場での発表でございます。 

中間発表のとりまとめについての案でございますけれども、問題点というか要点は、超

伝導リニア方式による中央新幹線整備は、我が国にとってはまず必要であるということ。

それからルートは、南アルプス貫通のＣルートでいくということ。それから建設主体と営

業主体というのは、ＪＲ東海がやるということでございます。 

主な附帯意見の要旨としましては、地域活性化に寄与するために、建設、営業主体と地

元自治体との協力体制の構築を築きなさいと。 

駅設置については建設、事業主体と地元が適切なる分担をするための十分な協議をしな

さいということ。 

駅の発着や交通アクセスについては、在来鉄道だけでなく、高速道路への連結性も重視

すべきであるということ。 



 

 

それから環境への十分な配慮。 

それから早期開発への努力しなさいということでございまして、１５年も１７年もかか

っておっては駄目ですよと。もう尐しできるだけ早くやりましょうということでございま

す。 

それから建設費の削減にもなお一層の研究をしなさいということと、建設主体の独立行

政法人鉄道・運輸機構の技術協力ということで、これ鉄道・運輸機構というのはすごく技

術、土木技術を含めいろんな技術を持っておるそうでございますけれども、これにもしっ

かり応援してやれということで、この提言のまとめに入っておるわけでございます。 

下條村についてはどういう対応をするかということでございますけれども、これはもう

最大のチャンスでございます。下條村はもちろんのことでございますけれども、広域とい

う立場で今積極的にやっておるところでございます。 

特に今、日本の賃金というのが高くなっておるわけでございまして、低賃金雇用の中国、

インドなどの追い上げは激しく、このままでは日本の工業の空洞化が非常に心配するとこ

ろでございます。そのために下條村に誘致の必要性ということになると、できるだけ研究

所等の施設を今選択しておるところでございます。 

それからまた当然豊かな自然、そういったものを生かした施設が必要であろうかと思い

ます。 

南信州広域連合で取り組むべき事業については、リニアの将来ビジョンを策定するため

に今年５月にリニア将来構想検討会議を設置し、各界の有識者が参加する有識者会議と地

域住民が参加する検討会議、ワーキンググループの三部会構成で今日まで徹底して検討し

てまいりました。 

その内容でございますけれども、対外的に目指す地域像としては、地域外への情報を発

信し、グローバル化による小さな世界都市を目指すべきであると。小さなコンパクトな世

界都市を目指そうじゃないかということ。それから飯田下伊那地域としては、地域ブラン

ドを今のうちからしっかり確立して、特色のある売り出しをしていこうじゃないかという

こと。 

対内的には、目指す地域像として、今後も住民が自ら活躍する地域、多用な主体が活躍

する地域、そして「守るべきは守って未来に伝え、備えるべきものは備えていく」という



 

 

地域づくりを目指すもの。 

これらの地域像を実現するために、「情報発信」と「リニア飯田駅へのアクセスの向上」

を一番の取り組みと思っておるところでございます。 

リニア駅飯田駅併設ということで、一本で進めておるわけでございますけれども、これ

もＪＲ東海が思ったほど業績が伸びていないということで、相当シビアな答えが出そうで

ございまして、仮にまだ北へ行くようなことがあればこれは困った問題でございますけれ

ども、そうでないように今水面下、そしてこれからＣルートと決まったわけでございます

ので、これからより積極的にその方向で進めていくということでございます。 

それと同時に車両基地、車両整備基地、これがもしかしたらうまくいくかしらんという

ことで、長大トンネルを出て、また恵那に向けてのまた長大トンネルがあるわけでござい

ますけれども、長大トンネルをくぐって飯田盆地を走りまたこういくということになると、

車両基地という問題、これはもう非常に広大な土地がいるわけでございますけれども、こ

れが成功すれば雇用が相当な人数になるということ。私どももそれも含めて、今ＰＲとい

うか上へ持ち上げておるわけでございます。 

それともう１つは、今もう本当に国の状況の中で公共事業なんていうのは、このままで

はほとんど削られるばかりの連続であろうかと思いますけれども、私はこの中間報告で出

たできるだけ早く開通させるように努力しなさいということでございまして、ＪＲ東海も

いつまでもかかってやっておっては営業成績が上がらないわけでございますので、私の主

張としては早く環境アセスをしておいて、全線を同時着工にする。同時着工をしたって５

兆１，０００億円ということでございまして、同時着工しなければみんな大手が持って行

ってしまうわけでございますけれども、同時着工ということになると幹線は大手がやり、

それから取り付け道路等についてはローカルの業者がやるということで、５兆１，０００

億円、９４０兆円も借金しておる中で５兆１，０００億円くらいどうせなら国が借金の債

務保証をして、そしてＪＲ東海が早くやって、そして早くこの技術を全世界に売り出して、

そうしたら輸送でも収益を上げ、それから技術革新のものを全世界に売り出すということ

になれば、その方の効果も多いと思います。 

さて、９０４兆円も借金のあるのが、債務保証できるような立場であるかどうか、これ

はまた別の問題でございますけれども、やはりＪＲ東海といえどもこれは営業成績をいち



 

 

早く上げて、そして経済効果をいち早く出すということは、これは経営者の常でございま

すので、私どもそんな面でもまたひとつ大いにとにかく早くやってくれと。１年でも２年

でも３年でも早くやってくれということも積極的にお願いすると同時に、地元としても協

力できるもの。例えば捨てる問題、土捨て場の問題、それから取付け道路、アクセスの問

題等もいろいろあるわけでございますし、この中で鉄道だけにアクセス道路は頼るなとい

うことでございまして、これはやはり高速道路と今のスマートインターの話もありました。 

それから松川の早く橋梁を作っておくと、これがまたひとつ飯田インターとの重要なア

クセスになるわけでございますので、そんな総合的な絵も描いておるところでございます

けれども、まだ発表の段階でないわけでございますので、近々にまた発表できる段階にな

ったときには、いち早くお知らせし、また検討していただければ幸いと思っております。 

観光については、もういくつもいくつもありすぎちゃって、とにかくこの時を逃すなん

ていうことはあり得ないわけでございますので、今既に南信州観光開発公社というのがあ

るわけでございまして、今度も新井社長が会長に上がり、そしてまた新たに社長が入って

体制もだんだん整えておるところでございますし、今まで赤字赤字赤字で累積赤字が非常

にありましたけれども、今度グリーンツーリズム等を積極的にやって、あと８００万円か

９００万円の累積赤字があるだけに急激に回復してきたということでございますので、そ

れらを中心にまたさらに充実、拡大してやっていくようになっておるわけでございますの

で、ご理解いただきたいと思います。 

以上で終わります。 

○議長（村松  積） ６番、宮嶋清伸君、再質問ありましたら。 

６番、宮嶋清伸君。 

○６番（宮嶋 清伸） 今の答弁で私も尐しは身の引き締まる思いをして、メタボに対応してい

きたいなと思っております。 

そのほかでリニアの関係で同時着工ということで、そうすることによって今建設業界も

非常に本当公共事業がない。なかなか一般の企業でもないということで、同時着工してい

ただいてはたまたま私も中国に何度か行く機会あったんですけれど、向こうの新幹線作る

のには本当ぽんぽんぽんと同時着工して、それをもうつなげちゃうというようなやり方で、

それこそ１年ぐらいで開通しちゃうというようなこともやっています。 



 

 

ですからぜひ国というか、お金を出して早く同時着工してやっていただきたいなと思っ

ております。 

そのほかで飯田駅、聞くところによると飯田駅にすると土地、コストも高くなっちゃう

から別のとこがというようなお話しもあるそうですけれども、広域とか飯田市が中心にな

るのかわからないですけれど、土地の買収というか、ここはいいですよというような感じ

で話をするというのはすごく難航しそうな気がするんですけれど、そこら辺についても広

域連合の方でもうここいいよというような形で、ＪＲ東海の方に話を持っていけるような

対策をしているのかどうかということをひとつお聞きしたいなと。 

それとまたリニア通ることによって、また三遠南信も開通して観光客も非常に多く入っ

てきて、聞くところによると道の駅やライン下りなんかもお客さんが増えたというような

お話は聞くんですけれども、そのことによってよく長野市もそうですけれど、ライフライ

ン良くなると日帰り客ばっかになっていっちゃうと。そうするとどうしても宿泊客が減っ

ちゃうというのが常のようです。 

ただ、下條村には刈谷市の保養所であるサンモリーユさんあるんですが、あそこはもう

８０％ぐらいの稼働率というか宿泊客がおって、なかなか予約しても泊まれないという方

が非常に多いということなんで、できればそのそういうせっかくアクセスも良くなってく

る中で、今後リニアなんか通ってきたときに下條に泊まりたいよといったときに、刈谷市

ばっかりに保養所ばっかり行って駄目ですよという来れない人を増やすんじゃなくて、そ

ういう人たちを村内の宿泊施設に泊まってもらえるような仕組み作りが必要だと思いま

すけれど、その２点についてお聞きしたいと思います。 

○議長（村松  積） 伊藤村長。 

○村長（伊藤 喜平） 駅設置はやはり土地が一番大事なもんでございます。それでいつでも用

意できますよという形になりつつ今あるということでございますけれども、１つは先ほど

申しましたように、小委員会の中で駅設置については事業者と地元とよく相談しなさいと。

納得いくまで相談しなさいと。これは当然のことなんですけれども。 

そこでＢ案が駄目になってＣ案になったということになると、できるだけ北へという配

慮ももしかしたら出ることは確かであろうかと思います。 

私どもは、この地域としての中核はやはり飯田市であり、それからたたずまいも小京都



 

 

というような感じで、なかなか普通の都市にないこと。 

それから小さな世界都市を目指すということになれば、あれを活性化して、本当の意味

でこの風情も適当に残しながら、今シャッターが多くなっておりますけれども、風情を適

当に残しながらあそこに駅設置ということが理想であろうかということで、地元のいくつ

もいくつも線を引いております。 

ただ、うれしいことは、横幅が４０ｍから５０ｍで済むということで、これがなかなか

ありがたいことでございますし、それをもう無断で線を引いたなんていうことになるとこ

れは大変なことでございますので、それは慎重にやっております。 

それから宿泊客もストロー現象もあるけれども、私どもは前向きに考えており、今船下

りの問題もありました。あれアンケートをとってみると、これは国内的にも天竜船下り、

上も下も含めてでございますけれども、これが相当価値があるそうでございます。それら

を中心にまた昼神温泉、それから当然サンモリーユを中心に村内の宿泊施設、これもフル

になるようにしなければいけないんですけれども、今稼働率が約８０％と言いましたけれ

ども、旅館の稼働率の８０％というのはパーセントにすると１２０％くらい素晴らしいこ

とでございます。 

そういう中で、今こぼれたのをどうするかということでございますけれども、１つはち

ょっと値段的にコスト的に安くていいとこと、ちょっと高いとこということになると、今

なかなか旅をする人は料金にシビアでございます。 

そこで何とか上でもまけてもらい、それから下でも仮に行政がやるべきか、観光協会が

やるべきか、それがもしうまく合致するということになればいいわけでございますので、

そんなことも観光協会を通じて、そしてまた南信州広域連合を通じて取り組むべき課題と

してこれから取り組んでまいります。 

結果はどうなるかは不明でございますけれども、その姿勢で進むように考えておるわけ

でございますので、ご理解いただきたいと思う。 

○議長（村松  積） ６番、宮嶋清伸君。 

○６番（宮嶋 清伸） 予防体操の関係でちょっと福祉課長にお聞きしたいんですけれど、高齢

者がプールに入るというとどうしても水着の脱着が非常に困難。男性はいいんですけれど、

女性が着たり脱いだりするというのはすごく大変。また、難しいところも出てくると思う



 

 

んですけれど、そういうような水着、簡単に脱着できるような水着とかそういうのを研究

されているかどうか。 

そういうのを普及していかないと、なかなか女性に水着全部を着ろといってもなかなか

えらいとこもあるんですけれども、そこら辺について福祉課の方でなんか対応しているか

どうかお聞きしたいと思います。 

○議長（村松  積） 宮島福祉課長。 

○福祉課長（宮島 栄一） お答えをいたしたいと思いますが、プールの水着に関しましては、

一般的には若い皆さんは、そのファスナーではなくてストレートのワンピースのものが多

いようでありますが、今うちの方でプール教室やられておる皆さん、年代的には平均する

と歩行、それからひざ、腰あたりでいきますと年齢でいきますとだいたい平均７０歳くら

いということになっておりますが、その皆さんが今着られている水着というのは今議員さ

んおっしゃられたとおり、そのファスナーつきのようであります。どうも若い皆さんが着

るようなものはちょっと着れないということで、前開きのワンピースの水着ということに

なっているようであります。 

大半がそういうのを今実際に着ているということでありますので、特に水着については

こちらの方でどんなことということはちょっと考えたことはございません。 

 


